スポット宣伝参考例６  ２０１７・７・２６～　日本共産党女性後援会

▽ご町内のみなさん、こんにちは。日本共産党女性後援会です。この場所をお借りして、宣伝をさせていただきます。
九州に続き、秋田、新潟など５０年に一度といわれる大水害が相次ぎ、壊滅的な打撃を受けた地域など、みなさん、全国的な災害に胸を痛めていることと思います。一日も早く国をあげての救援が待たれています。被災をうけられた方々に心からお見舞い申し上げます。みなさん、仕事やくらし、子育て、介護や健康のことでのご心配はありませんか。
▽みなさん、先の東京都議会選挙結果で、ご存じのように自民党が歴史的敗北に追い込まれました。一方で日本共産党は、得票数、率ともに増やして、１７議席から１９議席と躍進しました。内閣支持率は３０％を切り、特に女性の中でのアベ離れが「顕著」だと読売新聞が報じました。また、都議選に続き、７月２３日投票の仙台市長選挙でも、自民・公明が推す候補を破って、４野党と市民の会の共同候補が勝利しました。これらの選挙結果をみても、アベ政権への深い怒りと「政治を変えてほしい」との国民の切実な願いがはっきりと示されたのではないでしょうか。日本共産党は、安倍政権に対して、野党は力を合わせ、国民に信を問え」と解散・総選挙を求めてひきつづき頑張ってまいります。
▽みなさん、７月２４・２５日と、首相出席のもと、国会閉会中集中審査がひらかれました。ところが十分な説明どころか、関係ないを繰り返す無責任な姿勢に終始した首相答弁に批判が殺到、私たち、国民は納得していません。その安倍内閣へ、また疑念が噴出しています。陸上自衛隊の日報問題です。自衛隊が派遣されていた南スーダンからの日報を廃棄したとされたデータ、実は陸自内に保管されていたことが判明しました。事前報告を受けていた稲田防衛大臣が「報告を受けていない」と国会で虚偽の答弁をし、自衛隊員が南スーダンで戦闘状態に置かれていることを隠ぺいした事実が明らかになりました。｢戦闘｣発生という不都合な真実を覆い隠し、多くの隊員の命を危険にさらしてきた責任は、アベ首相自らにあり、虚偽の答弁を繰り返す稲田防衛大臣の任命責任も問われるのではないでしょうか。日本共産党は、野党や市民のみなさんとともに、政治私物化、お友達内閣といわれるアベ内閣退陣へ全力をつくします。
▽みなさん、アベ首相は、なんとか自分の任期中に憲法を変えたいと、秋の臨時国会で、衆参の憲法審査会に自民党改憲案を提出すると言っています。内閣支持率急落を受け、党内外から慎重な対応を求める声もでるなか、「この夏に汗を流しながら改憲項目を絞っていく」と執念を燃やしています。一方で、道徳の教科化、また中学校公民の教科書には安倍首相が１５ヶ所も登場するなど異常な教育への介入です。悲惨な戦争をしないと誓った９条は、国民から支持され７０年を歩んできました。ＮＨＫの調査で、９条が日本の平和と安全に役に立っていると答えた人が８２％に。憲法９条の果たしてきた役割はとても大きいのです。日本共産党は、この７月１５日で創立９５周年を迎えました。ほぼ一世紀、どんな時代にも戦争反対を貫いてきました。これからも、憲法を守り、いかす活動を国民の皆さんとともにすすめていきます。
▽みなさん、今、大阪では、知事と大阪市長が必死に「カジノ万博」を誘致しようとしています。７月１４日には、あかん！カジノ」女性アピールが呼びかけた意見広告に７０００人以上の方が賛同を寄せ、朝日新聞と読売新聞にカジノ反対の意見広告が掲載されました。まだ埋め立て中の夢洲は、南海トラフの大地震がくれば津波、液状化と深刻な事態に陥る場所です。人の不幸の上に、経済活性化はありえません。莫大な予算は、子どもの貧困ワースト２位の、大阪の子どもたちにこそ使うべきではないでしょうか。
▽みなさん、ご存じでしょうか。核兵器廃絶禁止条約が、国連加入国１２２か国の賛成で採択されました。核兵器の使用はもちろん、威嚇することも禁止、核兵器、核実験による被害者の声が反映された画期的な条約です。被爆者の声と長年の運動が実を結んでのこの条約に署名しないと改めて表明したのが、日本政府です。歴史に残る汚点だと批判されても、核の傘の下でいる立場を変えず、世界から孤立するばかりです。日本共産党志位和夫委員長は、国連会議に出席しました。世界のＮＧＯや日本の平和運動をすすめるみなさんとご一緒に、核兵器廃絶へさらに頑張ります。
▽みなさん、今、北朝鮮が行っているミサイル発射などの挑発行動は絶対許せません。緊張した情勢をテコに、米軍との軍事共同に自衛隊を動かす最大のチャンスにしようとしているアベ内閣の動きも危険です。いったん、武力行使に道がひらかれると、自動的に切れ目なくアメリカの戦争に日本が参加していくことになります。国民には危機感をあおりながら、一方的に緊張感を高めるやり方は世界でも孤立しています、日本共産党は民進・社民・自由党とともに市民の共同で、安倍政権の暴走をストップさせ、新しい政治をつくっていきます。
▽みなさん、世界と日本は大きく動いています。この機会に、日本共産党発行の「しんぶん赤旗」をお読みになりませんか。また、月刊「女性のひろば」は月３１０円、くらしや政治のこと、女性の願いを特集しています。ぜひ、一度お読みください。これで、日本共産党女性後援会の宣伝を終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。
  時間と場所により、項目は


選んでお読みください。








